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そ
も
そ
も
友
子
制
度
は
、
き
わ
め
て
歴
史
的
な
制
度
で
あ
っ
て
、
徳
川
時
代
後
期
に
生
成
し
て
、
明
治
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
前

期
ま
で
に
鉱
山
の
近
代
化
の
過
程
で
制
度
的
に
確
立
し
、
さ
ら
に
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
鉱
山
業
の
発
展
の
過
程
で
発
展
・
成

熟
し
、
変
容
し
は
じ
め
、
大
正
九
年
の
大
恐
慌
を
契
機
に
、
昭
和
一
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
衰
退
し
、
質
的
な
変
容
を
強
め
な
が
ら
、

昭
和
戦
時
体
制
の
過
程
で
大
方
消
滅
し
た
が
、
そ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
固
有
の
特
質
を
も
っ
て
い
た
。

従
来
の
友
子
研
究
の
弱
点
は
、
以
上
の
よ
う
な
友
子
の
歴
史
的
な
変
化
を
無
視
、
あ
る
い
は
ひ
ど
く
軽
視
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

わ
た
く
し
の
友
子
研
究
は
、
こ
う
し
た
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
当
初
は
、
従
来
全
く
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
徳
川
期
に
お
け
る
友

子
の
生
成
過
程
と
明
治
初
期
の
友
子
制
度
の
実
態
、
さ
ら
に
明
治
末
ま
で
の
鉱
山
近
代
化
の
過
程
で
制
度
的
に
確
立
す
る
友
子
制
度
の

実
態
の
解
明
に
全
力
を
投
じ
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
、
’
九
八
九
年
に
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
ｌ
友
子
制
度
史
の
研
究
ｌ
」
（
世

界
書
院
）
と
し
て
ま
と
め
、
刊
行
し
た
。

そ
の
た
め
わ
た
く
し
の
友
子
研
究
は
、
大
正
期
と
昭
和
期
の
友
子
制
度
に
つ
い
て
は
何
ら
ふ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
大

正
期
の
友
子
制
度
に
つ
い
て
、
主
に
当
時
の
二
大
鉱
山
で
あ
る
足
尾
銅
山
と
別
子
銅
山
の
友
子
制
度
を
分
析
し
、
大
正
期
に
お
け
る
友

子
制
度
の
典
型
的
な
変
容
傾
向
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
ま
た
大
正
期
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
を
も
分
析
し
、
友
子
が
置
か
れ
た

労
資
関
係
の
歴
史
的
な
位
置
と
友
子
の
二
つ
の
傾
向
へ
の
分
化
に
つ
い
て
解
明
し
、
大
正
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
特
質
の
一
部
を
明

（
１
）
 

ら
か
に
し
た
。
し
か
し
大
正
期
の
友
子
制
度
の
特
質
は
、
以
上
の
分
析
で
十
分
で
あ
る
と
は
田
口
わ
な
い
が
、
わ
た
く
し
は
、
友
子
研
究

を
さ
ら
に
昭
和
期
の
友
子
の
実
態
に
迫
る
こ
と
に
し
た
。

は
じ
め
に
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小
論
は
、
昭
和
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
の
論
稿
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
期
の
友
子
制
度
の
特
質
は
、
い
わ

ば
従
来
の
友
子
制
度
が
さ
ら
に
変
質
し
、
解
体
し
消
滅
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
従
来
の
友
子
研
究
で
は
、
変
質
し
つ
つ
あ
る

友
子
が
あ
た
か
も
友
子
の
本
来
の
姿
で
あ
る
か
の
よ
う
に
理
解
す
る
向
き
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
昭
和
期
の
友
子

制
度
の
実
態
分
析
は
、
昭
和
期
の
友
子
制
度
が
、
従
来
の
友
子
を
ど
の
よ
う
に
変
型
し
な
が
ら
、
消
滅
し
て
い
っ
た
か
を
解
明
し
、
従

来
の
友
子
論
の
誤
り
を
正
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

昭
和
一
二
年
に
、
一
一
一
菱
鉱
業
の
労
務
部
は
、
傘
下
の
鉱
山
に
友
子
組
合
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
内
部
資
料
と
し
て
ま
と
め
た

（
２
）
 

が
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
公
表
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
調
査
報
告
塞
已
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
昭
和
期
の
友
子
研
究

に
あ
ま
り
役
立
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

戦
後
の
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
の
友
子
研
究
の
も
っ
と
も
優
れ
た
成
果
で
あ
る
松
島
静
雄
氏
の
『
友
子
の
社
会
学
的
な
考
察
」
で
も
、

こ
の
資
料
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
例
外
が
あ
り
、
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
、
納
屋
制
度
を
親
方
制
度
と
し
て
研
究
し
た
大
山

（
３
）
 

敷
太
郎
は
、
戦
後
ま
も
な
く
こ
の
資
料
を
利
用
し
て
．
一
一
菱
傘
下
諸
鉱
坑
に
み
る
『
友
子
同
盟
」
解
体
期
の
実
態
」
と
い
う
論
文
を
書

き
、
主
に
資
料
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
し
た
。
し
か
し
大
川
氏
に
は
特
別
な
友
子
観
や
友
子
研
究
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
論
文

は
、
資
料
紹
介
の
域
を
で
て
い
な
い
。
氏
の
主
張
は
、
し
か
し
さ
す
が
に
友
子
に
つ
い
て
の
特
別
な
論
文
を
書
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
友

子
制
度
と
飯
場
制
度
と
の
混
同
を
さ
け
、
昭
和
期
の
友
子
を
衰
退
期
の
友
子
制
度
と
捉
え
る
歴
史
感
覚
は
あ
る
。
し
か
し
氏
の
主
張
に

は
、
従
来
ど
お
り
友
子
Ⅱ
相
互
救
済
組
織
説
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
昭
和
期
以
前
の
友
子
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
意
見
開
陳
が
あ

そ
う
し
た
事
情
で
わ
た
く
し
は
、
最
近
、
故
左
合
藤
三
郎
が
生
前
に
私
家
版
と
し
て
近
し
い
人
々
に
頒
布
し
た
こ
の
報
告
書
を
、
改

め
て
わ
た
く
し
の
友
子
論
の
立
場
か
ら
昭
和
期
に
お
け
る
友
子
の
実
態
を
解
明
す
る
格
好
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

る
わ
け
で
は
な
い
。
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こ
の
報
告
書
は
、
一
一
一
菱
鉱
業
傘
下
の
一
一
一
二
の
鉱
業
所
・
鉱
山
に
、
各
鉱
山
の
友
子
の
沿
革
、
組
織
状
況
、
事
業
・
活
動
状
況
、
経
理

状
況
、
鉱
業
所
の
友
子
政
策
、
周
辺
の
友
子
の
状
況
、
友
子
規
約
な
ど
の
参
考
資
料
の
有
無
、
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
事
項
を
送
り
、

各
鉱
山
か
ら
の
回
答
を
そ
の
ま
ま
集
め
て
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
結
果
の
分
析
な
ど
は
な
い
。

三
菱
鉱
業
が
、
そ
う
し
た
調
査
を
行
っ
た
理
由
は
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
と
は
言
え
、
な
お
根
強
く
残
存
し
て
い
る
友
子
に
つ
い
て
、

実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
本
社
の
最
終
的
な
友
子
政
策
を
決
め
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
の
報
告
書
は
、
友
子
制
度
に
つ
い
て
の
き
わ
め
て
一
般
的
な
実
態
し
か
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
幸
い

に
も
昭
和
期
の
日
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
次
回
に
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
、
か
な
り
具
体
的
な
友
子
の
実
態

（
４
）
 

分
析
を
行
う
一
」
と
に
よ
っ
て
、
小
論
の
抽
象
性
を
補
う
こ
と
に
し
た
い
。

注（
１
）
拙
稿
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
」
上
下
、
『
経
済
志
林
」
第
六
○
巻
、
第
一
・
一
一
号
、
第
三
・
四
号
、
「
別
子
銅
山
に
お
け
る

友
子
制
度
の
変
遷
」
、
同
誌
第
六
一
一
巻
第
一
号
。
「
大
正
期
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
」
、
同
誌
第
六
二
巻
第
一
一
号
。

（
２
）
こ
の
報
告
書
の
正
式
名
は
『
友
子
団
体
調
査
二
係
ル
件
』
で
あ
る
が
、
一
九
五
○
年
代
に
労
務
管
理
史
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
故
左
合
藤

三
郎
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
左
合
氏
の
努
力
で
『
友
子
団
体
調
査
報
告
」
、
「
鉱
業
資
料
集
・
第
一
集
」
と
し
て
、
一
九
八
四
年
に
自
主
出
版
さ

れ
た
。
幸
い
左
合
氏
の
努
力
で
報
告
書
の
全
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
３
）
大
山
敷
太
郎
「
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
』
、
一
九
六
四
年
刊
、
所
収
。

（
４
）
本
誌
次
号
掲
載
の
「
日
立
鉱
山
の
友
子
資
料
『
永
代
記
録
簿
」
に
み
る
昭
和
期
の
友
子
制
度
の
実
態
」
を
参
照
。

調
査
報
告
の
概
要
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三
菱
鉱
業
は
、
す
で
に
大
正
中
期
に
友
子
の
労
働
組
合
化
や
労
働
組
合
運
動
の
侵
入
に
た
い
し
て
、
従
業
員
団
体
を
設
立
し
て
、
そ

（
１
）
 

れ
に
対
抗
し
た
。
さ
ら
に
一
二
菱
鉱
業
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
労
使
関
係
の
合
理
化
の
一
つ
の
過
程
と
し
て
、
昭
和
七
年
に
各
鉱
山
の
従

（
２
）
 

業
員
団
体
を
統
一
し
て
「
協
和
〈
室
」
を
組
織
し
て
労
使
間
の
安
定
を
は
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
友
子
は
、
必
ず
し
も
企
業
内
の
組
織
で

は
な
く
、
「
協
和
会
」
に
統
合
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
点
で
、
三
菱
鉱
業
は
、
左
合
藤
三
郎
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
友

（
３
）
 

子
団
体
に
対
し
て
は
、
従
前
か
ら
自
然
消
滅
化
方
針
の
下
に
そ
の
活
動
を
注
一
息
し
て
来
た
」
。
し
か
し
実
際
に
は
、
各
鉱
山
の
友
子
の

実
態
は
、
各
鉱
山
で
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
自
ず
か
ら
鉱
業
所
の
対
応
に
も
か
な
り
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
三
菱
鉱
業
は
、
統
一
的
な
政
策
を
打
ち
だ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

調
査
に
た
い
す
る
回
答
で
は
、
調
査
鉱
山
一
一
三
鉱
山
の
内
、
友
子
組
織
が
も
と
も
と
存
在
し
な
か
っ
た
思
わ
れ
る
九
州
の
五
炭
鉱
と

か
っ
て
は
存
在
し
た
が
い
ま
は
存
在
し
な
い
と
回
答
に
応
じ
て
き
た
カ
ラ
フ
ト
の
炭
鉱
と
北
海
道
の
大
夕
張
鉱
炭
と
槙
峰
、
尾
平
、
東

山
の
一
一
一
鉱
山
、
さ
ら
に
朝
鮮
の
二
鉱
山
が
具
体
的
な
回
答
に
応
じ
な
か
っ
た
。
回
答
に
応
じ
た
二
○
鉱
の
内
、
す
で
に
一
鉱
山
で
友

子
が
消
滅
し
、
三
鉱
山
で
友
子
が
存
在
し
な
い
事
情
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。
結
局
、
詳
し
い
回
答
を
寄
せ
た
の
は
、
一
六
鉱
山
で

報
告
書
は
、
「
一
、
沿
革
（
貴
方
二
於
ケ
ル
同
団
体
ノ
発
生
、
経
過
、
消
長
）
」
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
回
答
に
よ
れ
ば
、
友
子
制
度

の
衰
退
状
況
と
残
存
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
二
、
組
織
、
機
関
（
同
団
体
加
入
資
格
、
組
織
力
ノ
強
弱
、
一
般
労
務
者

（
４
）
 

ノ
関
心
程
度
、
飯
場
頭
、
大
小
当
番
等
ノ
役
割
）
」
、
「
一
二
、
団
体
員
数
（
職
別
、
在
籍
労
務
者
ト
ノ
比
等
）
」
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
当

時
の
友
子
の
組
織
実
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
友
子
組
織
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
当
時
の
友
子
組
織
が
、
す
で
に
相
当
に
衰
退

し
、
組
織
が
辛
う
じ
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
か
ら
、
活
動
の
内
容
は
と
も
あ
れ
、
友
子
組
織
と
し
て
も
な
お
か
な
り
し
っ
か
り

と
残
存
し
て
状
態
に
あ
る
二
つ
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

あ
っ
た
。
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四
、
事
業
状
況
（
集
会
、
取
立
式
、
廃
役
者
救
済
、
浪
人
交
際
等
）
、
五
、
経
理
状
況
（
収
入
、
支
出
状
況
、
所
有
財
産
、
事
業
所

一
一
於
テ
交
際
費
取
立
代
行
セ
ル
ャ
等
）
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
当
時
の
友
子
の
活
動
の
実
態
を
よ
く
示
し
て
い
る
が
、
組
織
の
状
態
を

反
映
し
て
、
友
子
の
活
動
の
形
骸
化
し
て
い
る
組
織
と
そ
れ
な
り
に
活
動
を
維
持
し
て
い
る
二
つ
の
組
織
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
当
時

の
友
子
の
活
動
に
は
、
か
っ
て
持
っ
て
い
た
よ
う
な
友
子
に
よ
る
鉱
夫
の
熟
練
養
成
の
機
能
は
大
幅
に
薄
れ
、
あ
る
い
は
全
く
失
い
、

活
動
の
中
心
は
、
伝
統
的
な
鉱
夫
の
職
能
意
識
に
基
礎
を
お
く
親
睦
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
つ
な
が
り
の
物
質
的
な
現
れ
と
し
て
共
済

活
動
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
友
子
の
組
織
状
況
を
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。
三
菱
鉱
業
の
幾
つ
か
の
鉱
山
で
は
、
友
子
組
織
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
衰
退

注（
１
）
大
正
八
、
九
年
こ
ろ
に
鉱
山
に
お
い
て
従
業
員
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
く
事
情
に
つ
い
て
は
、
左
合
藤
三
郎
氏
や
市
原
博
氏
の
次
の
論
文
が

参
考
に
な
る
。
左
合
「
大
正
期
三
菱
鉱
業
に
お
け
る
従
業
員
団
体
概
要
」
、
秀
村
選
三
先
生
退
官
記
念
論
文
集
『
西
南
地
域
の
史
的
展
開
」
近

代
篇
所
収
。
市
原
「
戦
間
期
日
本
の
財
閥
系
炭
鉱
の
労
使
関
係
」
、
荻
野
喜
弘
編
著
『
戦
前
期
筑
豊
鉱
業
の
経
営
と
労
働
」
所
収
。

（
２
）
前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
』
、
左
合
氏
の
解
説
、
二
○
八
頁
。

（
３
）
同
右
、
二
○
八
頁
。

（
４
）
同
右
、
九
頁
。

Ⅲ
友
子
制
度
の
消
滅
し
た
鉱
山
ま
た
は
友
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
鉱
山

二
友
子
制
度
が
存
在
し
な
い
か
著
し
く
衰
退
し
つ
つ
あ
る
鉱
山



昭和期における友子制度の変質と解体(1) (６５） 304 

し
、
昭
和
一
二
年
ま
で
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
当
時
す
で
に
鉱
山
と
し
て
も
か
な
り
衰
退
し
て
い
た
佐
渡
鉱
山
の
友
子

は
、
昭
和
七
年
に
消
滅
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
か
っ
て
友
子
が
存
在
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
宮
崎
県
の
槙
峰
鉱
山
、
尾
平
鉱
山
、

福
島
の
東
山
鉱
山
の
三
鉱
山
で
は
、
調
査
時
点
に
消
滅
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
 

中
鉱
山
で
あ
る
槙
峰
鉱
山
に
お
け
る
友
子
は
、
少
な
く
と
も
大
正
一
一
年
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
何
時
の
こ
ろ
か
廃
止
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
尾
平
、
東
山
な
ど
の
小
鉱
山
で
も
す
で
に
友
子
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
北
海

道
の
炭
鉱
地
方
で
は
、
友
子
が
な
が
ら
く
残
存
し
た
の
だ
が
、
大
夕
張
炭
鉱
で
は
、
す
で
に
友
子
が
存
在
し
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
明
治
時
代
に
は
、
朝
鮮
の
日
本
系
鉱
山
で
も
友
子
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
三
菱
鉱
業
関
係
の
朝
鮮
の
茂
山

鉱
山
、
朝
鮮
鉱
業
所
で
は
、
す
で
に
友
子
の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
 

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
佐
渡
鉱
山
で
は
、
友
子
は
「
昭
和
七
年
遂
二
団
員
ノ
ム
ロ
議
二
依
り
解
散
」
し
た
と
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

報
告
書
は
、
「
昭
和
二
年
健
康
保
険
組
合
ノ
設
立
卜
共
二
団
体
存
立
ノ
意
義
ヲ
弱
メ
、
剰
へ
廃
役
者
救
済
多
ク
経
理
状
態
極
度
一
一
逼

（
３
）
 

（
４
）
 

迫
シ
」
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
解
散
時
の
友
子
の
メ
ン
バ
ー
数
は
、
一
一
二
名
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
鉱
業
所
は
、
と
く
に

友
子
に
つ
い
て
の
政
策
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
な
い
が
、
抵
抗
な
く
消
滅
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）
 

ち
な
み
に
友
子
の
存
立
条
件
の
消
失
は
、
す
で
に
詳
し
く
検
討
し
た
よ
う
に
四
点
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
採
鉱
部
門
に
お
け

る
近
代
化
、
旧
型
の
手
労
働
の
採
鉱
熟
練
の
解
体
、
切
羽
で
の
さ
く
岩
機
の
使
用
な
ど
に
よ
り
友
子
の
徒
弟
制
度
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
養

成
の
不
要
化
で
あ
る
。
第
二
は
、
不
況
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
過
剰
に
よ
り
、
友
子
を
通
じ
た
鉱
夫
の
移
動
、
募
集
の
不
要
化
、
ま
た
取

立
制
度
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
供
給
の
意
義
の
喪
失
、
な
ど
で
あ
る
。
第
三
に
、
労
働
政
策
、
労
務
管
理
政
策
の
進
展
に
よ
り
、
友
子
の

共
済
制
度
の
比
重
が
低
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
労
務
管
理
の
充
実
に
よ
り
鉱
業
所
の
友
子
の
自
治
的
機
能
へ
の
依
存
が
低
下

し
た
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
を
要
約
的
に
言
え
ば
、
鉱
業
所
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
従
来
の
よ
う
に
本
来
的
な
友
子
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
意
義
が
な
く
な
っ

た
の
で
あ
り
、
し
か
も
一
般
の
鉱
夫
か
ら
み
て
も
本
来
的
友
子
は
ど
う
し
て
も
従
来
通
り
必
要
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
点
と
第
四
点
が
直
接
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
。

他
方
、
一
一
一
菱
鉱
業
系
の
比
較
的
あ
た
ら
し
い
小
鉱
山
で
は
、
は
じ
め
か
ら
友
子
の
組
織
化
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
三
鉱
山
で

友
子
の
組
織
が
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
○
年
に
三
菱
鉱
業
の
傘
下
に
入
っ
た
山
形
県
の
南
沢
鉱
山
で
は
、
七
四
名
の
鉱
夫

が
働
い
て
お
り
、
鉱
夫
た
ち
は
改
組
に
際
し
友
子
の
組
織
の
承
認
を
せ
ま
っ
た
が
、
「
鉱
山
側
ノ
拒
否
方
針
ニ
依
り
見
合
セ
ノ
コ
ト
ト

（
６
）
 

ナ
リ
タ
ル
」
と
報
止
ロ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
鉱
業
所
が
、
友
子
を
否
認
し
て
い
る
こ
と
が
、
友
子
の
存
在
し
な
い
理
由
と
い

（
７
）
 

（
８
）
 

え
よ
う
。
群
馬
県
の
根
羽
沢
鉱
山
で
も
、
一
一
八
名
の
交
際
鉱
夫
が
い
た
が
、
組
織
は
な
か
っ
た
。
宮
城
県
の
鎌
内
鉱
山
や
、
綱
取
鉱
山

（
９
）
 

の
支
山
で
あ
っ
た
《
羽
沢
鉱
山
で
も
友
子
の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

他
方
こ
の
地
域
の
他
の
企
業
の
鉱
山
で
は
、
友
子
が
依
然
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
日
本
鉱
業
の
日
坂
鉱
山
で
は
「
会
社
ト
シ
テ

（
Ⅲ
）
 

ハ
他
二
悪
傾
向
モ
無
ケ
レ
バ
成
行
二
委
セ
黙
認
」
し
て
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。
報
告
聿
已
は
、
こ
う
し
た
小
鉱
山
で
も
、
「
友
子
交
際

（
、
）

者
中
ニ
ハ
鉱
山
業
二
従
事
ス
ル
以
上
友
子
ノ
関
係
ハ
断
チ
難
ク
、
他
山
ノ
交
際
モ
致
方
ナ
シ
ト
ノ
観
念
ヲ
固
持
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
」
と

述
べ
、
友
子
組
織
存
続
の
根
強
い
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
う
し
た
友
子
の
存
在
意
義
は
、
か
っ
て
の
本
来
の
友
子
の
存
在
意
義
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
小
鉱
山
の
よ
う

に
、
労
働
組
合
も
な
く
、
ま
た
共
済
組
合
も
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
友
子
の
鉱
夫
が
親
睦
団
体
と
し
て
友
子
を
維
持
し
よ
う
と
し
た

こ
と
は
、
容
易
に
理
解
し
う
る
。
事
実
南
沢
鉱
山
に
は
、
昭
和
一
○
年
に
三
菱
鉱
業
系
鉱
山
で
一
般
的
に
組
織
さ
れ
た
「
協
和
会
」
と

い
う
鉱
夫
従
業
員
団
体
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
伝
統
的
に
親
し
ん
で
き
た
友
子
組
織
を
鉱
夫
た
ち
が
求
め

る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
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多
く
の
鉱
山
で
は
、
友
子
は
か
つ
て
大
正
期
の
中
頃
ま
で
隆
盛
を
き
わ
め
て
い
た
が
、
大
正
九
年
の
恐
慌
以
降
、
ま
た
昭
和
期
の
鉱

山
不
況
の
中
で
、
急
激
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
三
菱
鉱
業
で
は
、
一
一
炭
鉱
で
急
速
な
友
子
の
衰
退
が
み
ら
れ
た
。
報
告
書
は
、
美
唄
炭

鉱
と
内
幌
炭
鉱
に
つ
い
て
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
ず
北
海
道
の
美
唄
炭
鉱
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
美
唄
炭
鉱
は
大
正
二
年
に
三
菱
鉱
業
傘
下
に
入
っ
た
が
、
そ
の
時
は
六
○
○
名

と
は
言
え
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
昭
和
一
○
年
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
小
鉱
山
だ
け
で
な
く
大
鉱
山
で
も
、
友
子
組
織
が
存
在
し

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
友
子
の
必
要
性
が
著
し
く
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ａｎａ官下宕官Ｔ百百丁注
里一〆、-／、-〆、－〆、=〆、.／￣、_〆、_〆、=〆、_〆、＿〆

②
友
子
制
度
の
極
度
に
衰
退
し
て
い
る
鉱
山

同
右
、
一
六
三

同
右
、
二
一
一
頁
。

同
右
、
二
一
一
頁
。

同
右
、
二
七
頁
。

同
右
、
一
六
一
頁
。

同
右
、
’
六
頁
。

前
掲
拙
稿
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
（
下
）
」
、
三
○
八
頁
以
下
。

前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
』
、
一
二
頁
。

同
右
、
二
六
頁
。

前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
」
の
一
七
頁
に
は
、
槙
峰
鉱
山
の
大
正
二
年
の
取
立
状
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

同
右
、
一
五
頁
。

同
右
、
一
五
頁
。
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の
友
子
会
員
が
い
た
。
そ
の
後
も
友
子
の
発
展
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
が
、
大
正
九
年
の
恐
慌
の
翌
年
か
ら
衰
退
が
は
じ
ま
り
、
「
昭
和

六
年
以
降
数
次
ノ
炭
界
不
況
二
因
ル
労
銀
低
下
並
人
員
淘
汰
ノ
為
メ
漸
次
交
際
人
減
少
シ
、
尚
斯
種
団
体
ノ
重
要
ナ
ル
支
援
者
タ
リ
シ

（
１
）
 

私
設
鉱
夫
寄
宿
舎
（
世
話
方
）
ノ
廃
止
ニ
ョ
リ
全
ク
凋
落
」
し
た
。
当
時
一
一
つ
の
友
子
組
織
が
あ
っ
た
が
、
全
体
の
炭
鉱
従
業
員
が
一

○
四
五
名
ほ
ど
の
中
で
、
友
子
の
会
員
は
五
五
名
に
と
ど
ま
り
、
友
子
の
組
織
率
は
、
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
報
告

書
は
、
こ
こ
の
友
子
組
織
は
「
形
骸
ヲ
ト
ド
ム
ル
ー
一
過
ギ
ザ
ル
状
態
ナ
リ
」
と
指
摘
し
、
「
加
盟
者
自
身
存
続
二
付
熱
烈
ナ
ル
意
思
調

（
２
）
 

メ
難
シ
」
、
「
一
般
ノ
労
務
者
ノ
関
心
程
度
」
は
「
殆
ド
其
存
在
ヲ
サ
エ
知
ラ
レ
ズ
」
と
報
生
□
し
て
い
る
。

友
子
衰
退
の
理
由
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
、
鉱
業
所
の
友
子
抑
圧
政
策
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
友
子
団
体
ハ
相
当
弊
害
ヲ
誘
致
シ
、
労
務
統
制
上
支
障
ヲ
生
ジ
面
白
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
当
所
ハ
夙
二
其
ノ
頽
勢
ヲ
図
リ
、
親
和

会
（
協
和
会
ノ
前
身
）
創
立
、
健
康
保
険
法
施
行
等
ニ
ョ
リ
相
当
有
利
転
換
ノ
便
ト
ナ
シ
自
然
消
滅
ヲ
策
シ
ク
ル
結
果
、
現
在
僅
二
其

（
３
）
 

ノ
名
ヲ
ト
ド
ム
ル
ニ
過
ズ
」
。
こ
こ
で
自
然
消
滅
を
策
す
と
一
一
一
一
回
っ
て
い
る
こ
と
を
、
文
字
ど
お
り
に
鉱
業
所
が
、
友
子
に
た
い
し
て
手

を
こ
ま
ね
い
て
何
も
し
な
い
で
、
た
だ
見
て
い
た
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
明
ら
か
に
鉱
業
所
は
、
明
治
後
期
あ
た
り
か
ら
、
友
子

に
関
心
を
示
し
、
友
子
の
企
業
内
化
と
労
務
管
理
へ
の
協
力
を
求
め
て
き
た
。
特
に
大
正
末
か
ら
の
合
理
化
の
過
程
で
、
従
業
員
団
体

を
独
自
に
組
織
し
て
自
立
的
な
友
子
に
た
い
し
て
は
、
警
戒
の
態
度
を
と
り
、
ま
た
友
子
組
織
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
か
っ
て
の
飯
場

（
４
）
 

制
度
の
変
型
で
あ
る
「
私
設
鉱
夫
寄
宿
全
ロ
（
世
話
方
）
」
を
廃
止
し
た
り
、
す
で
に
歴
史
的
な
使
命
を
終
え
た
友
子
の
解
体
を
陰
に
陽

に
策
し
て
き
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

樺
太
の
内
幌
炭
鉱
も
同
じ
傾
向
だ
っ
た
。
報
告
書
は
、
内
幌
炭
鉱
で
は
、
昭
和
九
年
に
友
子
が
組
織
さ
れ
、
当
初
二
三
○
名
い
た
会

員
数
は
、
そ
の
後
衰
退
し
、
昭
和
一
二
年
に
は
、
六
五
名
に
急
激
に
縮
小
し
、
在
籍
者
八
八
三
名
の
五
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、

（
５
）
 

「
衰
勢
ニ
在
り
」
と
報
告
し
て
い
る
。
衰
退
の
直
接
の
理
由
は
、
報
告
聿
已
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
鉱
業
所
が
、
新
し
く
鉱
夫
を
採
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他
方
で
鉱
山
に
よ
っ
て
は
、
友
子
組
織
が
な
お
相
当
の
人
員
を
組
織
し
て
根
強
く
残
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
い

な
友
子
は
、
組
織
と
し
て
は
、
依
然
と
し
て
多
く
の
鉱
山
に
一
般
的
に
残
っ
て
い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
｜
一
つ

用
す
る
と
き
は
、
友
子
に
「
加
入
セ
シ
メ
ザ
ル
方
針
ヲ
執
り
、
…
…
自
然
消
滅
ヲ
図
ラ
ン
ト
」
し
た
り
、
「
取
立
式
ハ
現
在
ヲ
行
ハ
シ

（
６
）
 

メ
ズ
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
友
子
抑
圧
政
策
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
友
子
組
織
が
著
し
く
衰
退
し
て
き
て
い
る
鉱
山
が
、
二
つ
の
炭
鉱
で
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
友
子
の
顕
著
な

衰
退
の
大
き
な
直
接
の
理
由
と
し
て
、
鉱
業
所
が
は
っ
き
り
と
友
子
制
度
の
弊
害
を
認
識
し
、
友
子
廃
止
の
必
要
を
認
め
、
友
子
抑
圧

政
策
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

注（
１
）
 

（
５
）
同
右
、

（
６
）
同
右
、

（
３
）
同
右
、

（
４
）
同
右
、

（
２
）
同
右
、

Ⅲ
友
子
の

別
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
」
、
二
八
頁
。

三
友
子
組
織
の
根
強
く
残
存
し
て
い
る
鉱
山

四三二二二
○八八九九
頁頁頁頁頁
ＯＯＯＯ○ 

組
織
率
と
衰
退
状
況



表１友子の組織率の
、
函 (昭和１２年現在）

友子の職種別人員と組織率

さく石 (内坑夫）

人％人９６

４７（１２） 

人％人

1,119 

(1,820） 

1,297 

1,321 

人

252 

546 

308 

144 

人９６

１４（100） 

人９６

１１９（８２） 

人％

1４（100） 

96 

33.2 

30.2 

23.7 

10.9 

明延鉱山

尾去沢鉱山

細倉鉱山

生野鉱山

宝鉱山

鷲合森鉱山

荒川鉱山

手稲鉱山

出石鉱山

綱取鉱山

金谷川鉱山

雄別炭鉱

茂尻炭鉱

尺別炭鉱

6１（６５） 3７（１０） ６（３８） 

(100） 

（５８） 

（７７） 

９
８
４
８
８
 

２
 

１
１
 

(100） 

（８９） 

（９３） 

（５３） 

(100） 

(189） 

１７１ 

３３３ 

４１０ 

１７８ 

104 

８０ 

１４１ 

１６７ 

５７ 

８
８
３
０
０
 

■
●
●
●
●
 

７
６
２
１
２
 

５
４
４
４
３
 

７
０
７
 

２
２
１
 (;ﾙ； 

〔7６（78)〕

L_壁１－Ｌ
〔3１（97)〕

〔1９（95)〕

４（２９） 

３
３
６
 

１
３
４
 

（２６） 

（５２） 

（４４） 

（８２） ２（４） 3８ 

２（100） 

〔204（30)〕

〔9０（27)〕

９０ ７９ ２９７ １６２ 〔8７（61)〕

注Ｌ『友子団体調査二係ル件」より作成。

２．職種別区分で，〔〕でくくったものは，金属鉱山では，坑夫の中にさく岩夫が含まれており，炭鉱では，もともとさく岩夫の分類がな

く，また後山もここに含まれている。また主要でない職種は省いた。

３．従業員数で（）で示したものは，組織率から従業員数を推計したものである。

グー、

Ｅ 
、-’
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も
っ
と
も
友
子
の
組
織
率
は
、
明
治
期
に
お
い
て
は
、
近
代
的
な
大
鉱
山
で
は
、
間
接
部
門
の
鉱
夫
が
増
え
る
の
で
熟
練
鉱
夫
を
中

心
と
し
た
友
子
の
組
織
率
は
低
く
な
り
、
小
鉱
山
で
は
、
逆
に
間
接
部
門
が
小
さ
く
組
織
率
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

表
１
に
現
れ
た
各
鉱
山
の
組
織
率
は
、
大
鉱
山
で
は
明
延
鉱
山
、
尾
去
沢
鉱
山
で
従
来
並
、
細
倉
、
生
野
両
鉱
山
で
低
下
ぎ
み
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
他
方
中
小
鉱
山
で
は
、
組
織
率
が
か
な
り
高
い
が
、
友
子
の
一
般
的
な
衰
退
傾
向
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
逆
に
組
織
の

の
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
全
体
と
し
て
の
組
織
率
も
、
坑
内
夫
の
組
織
率
も
低
く
な
っ
て
い
る
鉱
山
、
も
う
一
つ
は
、
全
体
と
し

て
、
友
子
会
員
数
が
多
い
か
、
全
体
と
し
て
は
組
織
率
は
低
い
が
、
坑
内
夫
の
組
織
率
が
か
な
り
高
い
鉱
山
で
あ
る
。

表
１
は
、
友
子
会
員
数
と
組
織
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
全
体
と
し
て
友
子
の
組
織
率
の
高
か
っ
た
鉱
山
を
あ
げ
れ
ば
、
概
し
て
中
金
属
鉱
山
で
、
宝
鉱
山
は
、
五
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
達
し
て
い
る
。
つ
い
で
鷲
合
森
鉱
山
の
四
六
・
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
手
稲
、
荒
川
の
両
鉱
山
は
四
一
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
小

鉱
山
で
も
綱
取
鉱
山
、
五
六
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
金
谷
川
鉱
山
、
四
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
組
織
率
は
か
な
り
高
い
。
他
方
大
鉱
山

で
は
、
概
し
て
組
織
率
は
低
く
、
相
対
的
に
高
い
明
延
鉱
山
は
、
一
一
一
三
・
一
一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
尾
去
沢
鉱
山
が
そ
れ
に
近
く
、
生
野
鉱
山

は
、
一
○
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
非
常
に
低
い
。
細
倉
鉱
山
が
二
三
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
そ
の
中
間
で
あ
る
。
炭
鉱
は
、
中
炭
鉱
の
尺
別

炭
鉱
で
五
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
組
織
率
が
高
く
、
雄
別
炭
鉱
も
四
○
・
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
高
く
、
茂
尻
炭
鉱
で
一
一
一
・
一
・
ハ
ー
セ
ン

と
言
え
よ
う
。
他
方
中
‐

活
性
化
が
示
唆
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
全
体
と
し
て
の
組
織
率
と
は
別
に
採
鉱
夫
、
採
炭
夫
な
ど
坑
内
熟
練
鉱
夫
の
組
織
率
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
友
子

が
伝
統
的
に
は
熟
練
鉱
夫
を
中
心
と
し
た
同
職
組
合
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
反
映
し
て
熟
練
鉱
夫
の
組
織
率
が
非
常
に
高
い
傾
向
が
読

み
取
れ
る
。
大
鉱
山
の
明
延
鉱
山
は
、
全
体
と
し
て
も
友
子
の
組
織
率
は
高
い
ほ
う
だ
が
、
坑
夫
と
分
類
さ
れ
て
い
る
採
鉱
夫
は
、
組

卜
で
か
な
り
低
い
。
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さ
て
全
体
と
し
て
み
る
と
、
友
子
の
組
織
率
は
ま
だ
に
か
な
り
高
く
、
友
子
の
残
存
傾
向
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
報

告
書
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
表
面
的
な
数
字
と
は
別
に
、
友
子
は
、
依
然
と
し
て
組
織
の
強
固
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
一
般
的
に
見
れ
ば
、
衰
退
を
深
め
、
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
鉱
山
が
圧
倒
的
に
多
い
。

相
変
わ
ら
ず
友
子
が
強
力
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
鉱
山
は
、
細
倉
鉱
山
、
茂
尻
炭
鉱
、
雄
別
炭
鉱
の
三
鉱
山
く
ら
い
で
あ
る
。

例
え
ば
細
倉
鉱
山
の
友
子
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
、
「
同
山
友
子
同
盟
ハ
相
当
歴
史
古
キ
モ
ノ
故
」
、
友
子
廃
止
の
方
針
に
係
わ
ら
ず
、

（
１
）
 

友
子
に
た
い
す
る
「
関
心
相
当
深
キ
モ
モ
ノ
如
ク
」
、
「
精
神
的
結
合
力
依
然
強
固
ナ
リ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

茂
尻
炭
鉱
の
友
子
組
織
は
、
「
会
員
数
ノ
漸
減
シ
ッ
ッ
ア
ル
事
ハ
前
述
ノ
通
ナ
ル
モ
、
其
組
織
カ
ニ
於
テ
ハ
、
前
者
（
自
友
子
）
ハ

＋
、
高
か
っ
た
。
し
上

じ

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

織
率
一
○
○
。
ハ
ー
セ
ン
ト
（
一
四
名
）
、
さ
く
岩
夫
は
、
八
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
（
一
一
九
名
）
で
あ
る
。
他
方
坑
内
の
運
搬
夫
は
、
一
二

．
ハ
ー
セ
ン
ト
（
四
七
名
）
で
あ
っ
た
。
他
方
生
野
鉱
山
で
は
、
さ
く
岩
夫
の
組
織
率
は
、
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
六
一
名
）
で
、
坑
夫
も

三
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
（
六
名
）
、
運
搬
夫
一
○
．
ハ
ー
セ
ン
ト
（
’
一
一
七
名
）
で
あ
っ
た
。

し
か
し
生
野
鉱
山
を
例
外
と
し
て
、
他
の
金
属
鉱
山
は
、
坑
内
の
採
鉱
夫
、
さ
く
岩
夫
、
支
柱
夫
な
ど
熟
練
的
な
鉱
夫
の
組
織
率

は
相
当
高
く
、
採
鉱
夫
（
さ
く
岩
夫
を
含
む
）
が
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
七
六
名
）
、
支
柱
夫
が
五
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
（
一
八
名
）
に
す
ぎ

な
か
っ
た
手
稲
鉱
山
を
別
に
す
れ
ば
、
他
の
鉱
山
は
み
な
組
織
率
は
八
、
九
割
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
友
子
が
あ
く
ま
で
熟
練

鉱
夫
を
中
心
と
し
た
同
職
組
合
で
あ
っ
た
歴
史
的
な
本
質
を
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
後
に
も
ふ
れ

る
よ
う
に
、
友
子
が
共
済
機
能
に
特
化
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
単
な
る
共
済
組
合
で
は
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

な
お
炭
鉱
で
は
事
情
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
尺
別
炭
鉱
で
は
、
一
般
に
友
子
の
組
織
率
が
高
か
っ
た
よ
う
に
、
坑
内
夫
の
組
織
率

も
高
か
っ
た
。
し
か
し
雄
別
、
茂
尻
の
両
炭
鉱
で
の
組
織
率
は
、
支
柱
夫
は
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
採
炭
夫
で
は
三
割
前
後
に
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（
６
）
 

慨
シ
ー
ナ
弱
ク
」
と
。

取
鉱
山
に
同
じ
、

の
指
摘
は
な
い
。

（
２
）
 

後
者
（
渡
り
友
子
）
二
比
地
シ
相
当
根
強
キ
モ
ノ
ア
リ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
渡
友
子
の
組
織
は
衰
退
し
て
い
る
が
、
自
鉱
夫
の
友

子
は
な
お
根
強
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
雄
別
炭
鉱
に
つ
い
て
は
、
「
組
織
力
相
当
強
ク
、
労
務
者
ノ
関
心
程
度
亦
相
当
強

（
３
）
 

キ
模
様
ナ
ル
モ
、
対
抗
意
識
、
策
動
等
ナ
シ
」
‐
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

他
方
報
告
書
は
、
組
織
率
の
高
さ
に
も
係
わ
ら
ず
、
友
子
の
衰
退
傾
向
に
つ
い
て
ど
の
鉱
山
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

明
延
鉱
山
の
友
子
組
織
に
つ
い
て
、
「
以
前
ハ
会
社
卜
労
務
者
一
一
於
ケ
ル
唯
一
ノ
団
体
交
渉
機
関
ト
シ
テ
労
務
者
間
二
相
当
ノ
勢
力

ヲ
有
シ
、
且
シ
職
親
子
ノ
交
渉
ヲ
厚
ク
シ
居
リ
タ
ル
モ
、
組
織
力
強
固
ナ
リ
シ
モ
、
現
在
一
一
於
テ
ハ
単
ナ
ル
相
互
扶
助
機
関
ト
シ
テ
存

（
４
）
 

在
セ
ル
ニ
止
マ
リ
漸
次
薄
弱
ト
ナ
レ
リ
。
」
１
と
指
摘
し
て
い
る
。
尾
去
沢
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
「
同
盟
組
織
ハ
目
ラ
其
ノ
存
在
理
由
ヲ
失

（
５
）
 

ヒ
ッ
ッ
ア
ル
現
状
ニ
シ
ー
ナ
、
加
入
希
望
者
ハ
年
々
減
少
シ
ッ
ッ
ア
リ
」
と
。
生
野
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
「
近
時
事
業
主
ノ
給
済
制
度
完

備
一
一
伴
上
存
在
意
義
殆
ン
ド
ナ
ク
、
一
般
労
務
者
モ
交
際
所
二
対
シ
テ
ハ
往
時
ノ
遺
物
視
シ
関
心
極
メ
テ
簿
シ
。
交
際
所
ノ
組
織
力
ハ

以
上
の
大
鉱
山
に
た
い
し
て
、
中
小
鉱
山
に
つ
い
て
み
る
と
、
手
稲
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
「
永
年
二
亘
リ
鉱
山
稼
ギ
ヲ
為
シ
ッ
ッ
ア

（
７
）
 

ル
者
ヲ
除
キ
一
般
二
無
関
心
ノ
状
態
ニ
ー
ナ
、
交
際
金
ノ
徴
収
モ
滞
納
者
相
当
ア
リ
テ
成
績
上
ラ
ズ
、
財
政
薄
弱
ナ
リ
」
、
荒
川
鉱
山
に

つ
い
て
は
、
「
時
代
ノ
推
移
二
伴
イ
漸
次
其
ノ
組
織
カ
ヲ
失
イ
ッ
ッ
ア
ル
ガ
如
ク
思
料
セ
ラ
レ
ル
ガ
、
特
二
近
時
ハ
該
鉱
夫
ノ
出
入
極

メ
テ
僅
少
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
活
動
ト
シ
テ
特
記
ノ
モ
ノ
ナ
ク
、
一
種
ノ
遺
物
卜
見
ル
方
妥
当
ナ
ル
ベ
ク
、
組
織
力
強
大
ト
ハ
為
シ
難

（
８
）
 

（
９
）
 

夕
、
ン
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
綱
取
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
「
事
業
運
営
状
況
殆
ド
見
ペ
キ
モ
ノ
ナ
シ
」
、
鷲
合
森
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
綱

取
鉱
山
に
同
じ
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
小
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
特
に
友
子
の
衰
退
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
活
発
だ
っ
た
と

以
上
の
よ
う
に
こ
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
鉱
山
で
は
友
子
組
織
は
、
な
お
強
力
に
残
存
し
て
は
い
る
と
は
い
え
、
全
体
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を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

友
子
の
活
動
は
、
本
十

友
子
組
織
の
著
し
い
残
存
は
、
友
子
活
動
の
著
し
い
残
存
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
。
以
上
に
指
摘
し
た
友
子
組
織
の
残
存
傾
向
は
、
し

か
し
以
前
の
よ
う
な
本
来
の
友
子
の
活
動
の
残
存
を
そ
の
ま
ま
意
味
し
な
い
。
次
に
当
時
の
友
子
の
活
動
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か

と
し
て
見
れ
ば
、
友
子
組
織
の
衰
退
傾
向
は
は
っ
き
り
と
窺
え
、
す
で
に
友
子
組
織
の
消
滅
し
た
鉱
山
も
あ
り
、
ま
た
ほ
ん
の
ひ
と
に

ぎ
り
の
会
員
が
あ
る
だ
け
の
鉱
山
も
あ
る
。
ま
た
友
子
組
織
の
強
力
な
鉱
山
で
も
、
近
年
急
速
に
組
織
の
衰
退
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
５百ＴＦＦ万百百丁注
、－／、－〆、－／、‐〆、－〆Ｎ_〆Ｎ－／、－〆垣_'

②
友
子
活
動
の
衰
退
状
況

同同同同同同同同
右右右右右右右右
、、、、、、、、

前
掲
「
友
子
団
体
調
査
報
告
』
、

同
右
、
六
五
頁
。

八
四
頁
。

五
一
頁
。

一
一
○
頁
。

’
○
三
頁
。

一
三
五
頁
。

’
四
四
頁
。

一
六
○
頁
。

本
来
的
に
は
、
第
一
に
、
取
立
制
度
に
よ
る
鉱
夫
の
技
能
養
成
、
第
二
に
、
相
互
扶
助
、
あ
る
い
は
共
済
活
動
、

一
七
頁
。
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報
告
書
は
、
一
般
的
に
昭
和
期
の
友
子
の
活
動
が
、
本
来
的
な
活
動
を
す
べ
て
行
う
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
共
済
活
動
や
親
睦
の
維

持
に
傾
き
、
活
動
そ
の
も
の
は
停
滞
な
い
し
形
骸
化
し
て
き
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
友
子
組
織
の
強
固
な
残
存
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
雄
別
炭
鉱
の
友
子
の
場
合
で
も
、
「
単
二
救
済
ヲ
目
的
ト
シ
活
動
慨
シ
テ

（
１
）
 

穏
健
ニ
テ
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
、
ま
た
こ
の
友
子
組
織
の
前
身
で
あ
る
然
別
坑
と
中
ノ
沢
坑
の
両
友
子
は
合
併
し
て
昭
和
四
年
に
「
互
助
団
両

（
２
）
 

友
子
」
と
称
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
友
子
が
自
ら
を
共
済
的
組
織
を
自
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
指
摘
は
、
細
倉
鉱
山
の
友
子
の
活
動
に
も
み
ら
れ
る
。
報
告
書
は
、
「
労
務
者
ノ
関
心
相
当
深
キ
モ
ノ
ノ
如
ク
、
疾
病
．

（
３
）
 

死
亡
ノ
救
済
二
付
テ
ハ
歓
、
心
ヲ
以
テ
迎
へ
ラ
レ
居
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

生
野
鉱
山
の
友
子
の
活
動
で
は
、
大
正
九
年
に
「
全
国
友
子
同
盟
ノ
自
然
崩
壊
ヲ
見
越
シ
、
全
国
鉱
山
二
回
章
ヲ
発
シ
テ
全
国
的
交

（
４
）
 

際
ヲ
絶
チ
タ
ル
」
曰
ヲ
通
知
シ
、
爾
後
山
内
限
リ
ノ
交
際
共
助
ヲ
為
ス
ニ
止
メ
今
日
二
及
ブ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
生
野
鉱
山
の
友
子

は
、
友
子
の
箱
元
交
際
を
絶
つ
宣
言
を
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
生
野
鉱
山
の
友
子
が
、
従
来
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
登
山
浪
人
鉱

夫
に
一
宿
一
飯
を
施
し
た
り
、
奉
願
帳
を
も
っ
て
登
山
し
て
く
る
浪
人
鉱
夫
に
寄
付
を
与
え
た
り
し
な
い
で
、
友
子
の
交
際
を
企
業
内

に
限
定
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
生
野
鉱
山
の
友
子
は
、
「
近
時
事
業
主
ノ
給
済
制
度
完
備
二
伴
イ
存
在
意
義
殆
ン
ド
ナ
ク
、
一
般
労
務
者
モ
交
際
所
二
対

シ
テ
ハ
往
時
ノ
遺
物
視
シ
関
心
極
メ
テ
簿
シ
。
交
際
所
ノ
組
織
カ
ハ
慨
シ
テ
弱
ク
、
只
冠
婚
、
葬
祭
等
ノ
場
合
交
際
人
相
互
ノ
労
力
補

（
５
）
 

助
二
依
り
比
較
的
親
密
ナ
関
係
ヲ
見
ラ
ル
ル
ノ
ミ
」
と
一
一
一
三
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
労
働
市
場
へ
の
干
渉
、
労
働
移
動
の
促
進
と
需
給
調
整
、
第
四
に
、
生
活
、
労
働
秩
序
の
自
治
的
維
持
、
な
ど
で
あ
っ

た
。
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
明
治
末
期
、
大
正
期
を
通
じ
て
少
し
ず
つ
変
化
し
て

た
。
一

き
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
期
の
友
子
は
、
そ
の
活
動
を
共
済
的
な
も
の
に
大
き
く
制
限
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
か
っ
て
友
子

の
活
動
を
友
子
間
の
い
わ
ゆ
る
箱
元
交
際
と
呼
ば
れ
る
企
業
外
に
係
わ
る
活
動
に
も
力
を
注
い
だ
の
だ
が
、
昭
和
期
の
友
子
の
活
動

は
、
奉
願
帳
交
際
の
よ
う
な
活
動
に
否
定
的
で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
、
生
野
鉱
山
の
友
子
で
あ
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
生
野

鉱
山
の
友
子
は
、
大
正
九
年
に
全
国
に
回
状
を
廻
し
て
、
箱
元
交
際
を
拒
否
し
た
。

奉
願
帳
制
度
の
拒
否
は
、
細
倉
鉱
山
の
友
子
規
約
に
見
ら
れ
る
。
細
倉
鉱
山
の
昭
和
一
○
年
改
正
の
友
子
規
約
に
は
、
奉
願
帳
に
準

（
９
）
 

（
、
）

じ
た
寄
付
帳
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
先
立
ち
奉
願
帳
制
度
が
す
で
に
不
ロ
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
期
の
友
子
は
、
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
そ
の
活
動
を
共
済
活
動
に
、
し
か
も
企
業
内
の
共
済
活
動
に
特
化
し
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
共
済
活
動
の
内
容
は
、
労
働
政
策
的
に
は
、
昭
和
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
健
康
保
険
組
合
制
度
に
よ
る
救
済
活
動
、
さ
ら

に
大
正
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
鉱
夫
労
役
規
則
」
に
よ
る
鉱
夫
扶
助
、
さ
ら
に
労
務
政
策
的
に
は
、
企
業
主
催
の
共
済
組
合
制
度
、
従

業
員
団
体
の
実
施
す
る
共
済
制
度
な
ど
に
よ
り
、
著
し
く
重
要
さ
の
低
い
も
の
と
な
り
、
従
来
友
子
だ
け
が
実
施
し
て
い
た
共
済
活
動

の
独
自
性
と
優
位
性
を
著
し
く
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
友
子
の
活
動
と
し
て
最
も
重
要
だ
っ
た
取
立
制
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
以
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
取
立
制
度
は
、
鉱
夫
の
技

能
養
成
制
度
の
性
格
を
、
大
正
初
期
か
ら
少
し
ず
つ
失
い
、
大
正
九
年
の
大
恐
慌
以
後
の
鉱
山
合
理
化
、
鉱
内
の
機
械
化
に
よ
っ
て
、

明
延
鉱
山
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
年
に
鉱
山
が
盛
況
と
な
っ
て
友
子
の
会
員
も
増
え
た
た
め
、
「
組
織
力
強
固
ナ
リ
シ
モ
、

（
６
）
 

現
在
二
於
一
ナ
ハ
単
ナ
ル
相
互
扶
助
機
関
ト
シ
ー
ナ
存
在
セ
ル
ニ
止
リ
漸
次
衰
弱
ト
ナ
レ
リ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
荒
川
鉱
山
の
友

子
に
つ
い
て
は
「
極
メ
テ
漫
然
夕
ル
儀
礼
的
交
際
寄
合
」
で
あ
り
、
「
取
立
式
以
外
ノ
モ
ノ
ハ
漸
ク
形
式
ヲ
保
チ
居
ル
ー
一
過
ギ
」
ぬ
と

（
７
）
 

（
８
）
 

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
綱
取
鉱
山
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
「
旧
来
ノ
因
習
ニ
依
り
相
互
扶
助
的
事
項
ヲ
扱
フ
モ
ノ
ニ
過
ギ
ズ
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
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従
来
友
子
が
厳
し
い
徒
弟
制
度
を
通
じ
て
持
っ
て
い
た
後
輩
鉱
夫
の
技
能
養
成
機
能
を
、
大
幅
に
失
っ
た
。

報
告
書
は
、
組
織
の
残
存
箸
し
い
鉱
山
に
お
け
る
取
立
制
度
の
鉱
夫
技
能
養
成
の
側
面
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
昭

和
期
の
友
子
の
取
立
制
度
は
、
そ
う
し
た
機
能
を
殆
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
綱
取
鉱
山
で
は
、
昭
和
二
年

（
ｕ
）
 

以
来
取
立
式
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
出
石
鉱
山
で
は
昭
和
五
年
、
一
○
年
に
行
わ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
一
般
的
に
は
他
の
鉱
山
で
は
ほ
ぼ
毎
年
取
立
式
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
立
式
は
、
会
員

の
補
充
上
不
可
欠
で
あ
る
が
、
取
立
式
の
実
施
が
そ
の
ま
ま
鉱
夫
の
技
能
養
成
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
昭
和
期
の
友
子
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
、
ま
だ
採
鉱
夫
や
採
炭
夫
を
中
心
に
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
わ
た
く
し
は
こ
の
事
実
か
ら
、
特
に
金
属
鉱
山
の
友
子
は
、
若
干
と
は
言
え
、
採
鉱
夫
の
技
能
養
成
に
係
わ
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
と
言
う
の
は
、
採
鉱
の
労
働
は
、
鉱
山
が
近
代
化
さ
れ
た
と
は
言
え
、
熟
練
性
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
ま
た
さ
く
岩
夫
に
よ
る
機
械
の
使
用
が
生
じ
た
と
は
え
い
、
さ
く
岩
労
働
も
多
分
に
熟
練
を
要
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鉱
山
は
、

採
鉱
夫
の
熟
練
養
成
の
必
要
は
そ
れ
な
り
に
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
基
本
的
に
は
、
そ
う
し
た
機
能
は
、
昭
和
期
の
段

階
で
は
鉱
業
所
の
果
た
す
べ
き
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
友
子
が
な
お
存
在
し
、
採
鉱
夫
が
な
お
非
常
に
高
い
組
織
率
で

（
、
）

友
子
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
友
子
が
後
輩
の
技
能
養
成
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
与
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

従
来
わ
た
く
し
は
、
そ
う
し
た
点
を
軽
視
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
今
回
の
昭
和
期
の
友
子
分
析
で
、
当
時
の
友
子
が
相
変
わ

ら
ず
採
鉱
夫
を
中
心
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
当
時
の
友
子
の
熟
練
養
成
機
能
の
残
存
も
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

昭
和
期
の
友
子
の
活
動
で
、
労
働
移
動
と
熟
練
鉱
夫
の
供
給
調
整
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
従
来
の
活
動
で
活
発
で

あ
っ
た
浪
人
制
度
に
つ
い
て
報
告
書
は
、
何
か
特
別
の
報
告
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
浪
人
制
度
と
は
、
熟
練
鉱
夫
が
鉱
山
を
移

動
す
る
場
合
に
、
各
鉱
山
の
友
子
交
際
所
を
訪
ね
て
、
職
の
紹
介
を
受
け
、
職
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
一
宿
一
飯
の
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便
宜
を
受
け
、
饅
別
を
も
ら
っ
て
他
の
鉱
山
に
移
動
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鉱
夫
の
労
働
移
動
を
促
進
し
、
あ
る
程
度
保
障
し

よ
う
と
す
る
こ
の
浪
人
制
度
は
、
著
し
い
労
働
移
動
を
前
提
に
し
て
い
た
。
し
か
し
大
正
九
年
の
大
恐
慌
以
後
は
、
労
働
力
の
過
剰
が

一
般
的
に
な
り
、
労
働
移
動
は
著
し
く
停
滞
し
、
鉱
夫
た
ち
は
同
一
鉱
山
に
固
定
的
に
働
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
う

し
た
労
働
市
場
の
変
化
し
た
状
況
で
は
、
浪
人
制
度
の
衰
退
は
必
然
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
手
稲
鉱
山
の
報
告
に
「
特
二
近
時
ハ
該
鉱
夫
ノ
出
入
極
メ
テ
僅
少
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
活
動
ト
シ
テ

（
旧
）

特
記
ノ
モ
ノ
ナ
ク
、
一
種
ノ
遺
物
卜
見
ル
方
妥
当
ナ
ル
ベ
ク
」
と
あ
る
の
は
、
労
働
移
動
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
浪
人
制
度
の
一
艮

退
を
直
接
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。

熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
規
制
し
て
い
た
取
立
制
度
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成
機
能
を
基
本
的
に
失
っ
た
の

で
、
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
規
制
す
る
機
能
も
失
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
友
子
が
経
営
か
ら
自
立
的
に
存
在
し
な
い
以

上
、
取
立
制
度
が
、
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
調
節
す
る
作
用
も
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
新
た
に
友
子
に
加
入
す
る
こ
と
さ
え
、

多
く
の
鉱
山
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
。

熟
練
鉱
夫
の
多
く
が
な
お
友
子
に
加
入
し
て
お
り
、
新
た
に
採
鉱
夫
に
な
ろ
う
と
す
る
鉱
夫
た
ち
が
、
友
子
に
加
入
し
て
い
る
と
は

い
え
、
友
子
自
体
の
熟
練
養
成
機
能
が
失
わ
れ
て
い
る
以
上
、
労
働
市
場
や
直
接
経
営
に
た
い
す
る
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
規
制
す
る
側

面
は
、
も
は
や
全
く
失
わ
れ
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
友
子
の
自
治
的
な
性
格
は
、
鉱
山
内
の
生
活
・
労
働
の
秩
序
化
に
役
だ
っ
て
き
た
が
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
う
し
た

面
の
活
動
も
著
し
く
形
骸
化
し
衰
退
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
友
子
の
組
織
そ
の
も
の
は
、
友
子
が
反
経
営
的
に
な
ら
ず
一
定
の
秩

序
を
維
持
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
経
営
者
の
労
務
管
理
に
と
っ
て
意
義
が
あ
っ
た
。

鉱
山
経
営
者
は
、
明
治
末
年
こ
ろ
ま
で
ま
だ
充
分
な
労
務
管
理
の
シ
ス
テ
ム
も
経
験
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
足
尾
銅
山
の
鉱
夫
暴
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動
、
そ
し
て
友
子
が
労
働
組
合
化
し
ま
た
労
働
組
合
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
と
気
が
付
い
た
鉱
山
経
営
者
は
、
友
子
制
度

（
ｕ
）
 

の
保
持
し
て
い
る
自
治
的
な
機
能
に
警
戒
し
、
足
尾
銅
山
を
先
進
的
な
事
例
と
し
て
、
別
子
銅
山
、
一
二
丼
砂
川
炭
鉱
な
ど
で
友
子
を
従

業
員
組
織
の
中
に
包
摂
し
た
り
、
友
子
に
た
い
し
て
干
渉
し
友
子
を
企
業
側
に
引
き
寄
せ
、
労
務
管
理
の
末
端
組
織
に
し
、
労
働
組
合

浸
透
の
防
波
堤
の
一
つ
に
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
友
子
に
た
い
す
る
干
渉
は
、
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
鉱
業
所
の
友
子
政
策
に
つ
い
て
見
れ
ば
わ

か
る
よ
う
に
、
鉱
業
所
は
、
友
子
の
自
立
化
を
抑
圧
す
る
た
め
に
、
常
に
友
子
の
動
向
を
監
視
し
、
暴
走
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
怠
ら

な
か
っ
た
。
例
え
ば
生
野
鉱
山
で
は
、
「
従
来
統
制
上
交
際
所
ノ
会
合
等
ハ
必
ズ
事
前
一
一
届
出
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ト
共
二
、
鉱
山
係
員
モ

（
旧
）

必
ズ
之
二
臨
席
シ
、
尚
経
営
二
関
シ
ー
ナ
ハ
常
二
労
務
係
卜
連
絡
セ
シ
メ
萬
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
ス
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針

は
、
生
野
鉱
山
の
友
子
が
鉱
業
所
か
ら
監
視
さ
れ
、
大
き
な
制
約
を
受
け
、
企
業
内
化
の
傾
向
を
十
分
に
示
唆
し
て
い
る
。

生
野
鉱
山
の
支
山
で
あ
っ
た
明
延
鉱
山
で
も
、
同
じ
よ
う
な
政
策
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
当
方
交
際
所
ハ
極
メ
テ
円
満
一
一
交
際
人
相

互
間
ノ
扶
助
ヲ
為
シ
、
集
合
其
他
総
テ
労
務
係
一
一
諒
解
ヲ
求
メ
係
員
立
会
シ
事
業
ヲ
遂
行
セ
ル
ニ
付
キ
、
現
在
二
於
テ
ハ
何
等
弊
害
ヲ

（
旧
）

認
ム
ル
点
ナ
キ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
期
の
友
子
は
、
あ
る
程
度
目
治
的
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
一
様
に
経
営
に
た
い
し
て
対
立
的
な
性
格
は
持
っ
て
い
な

か
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
す
で
に
引
用
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
友
子
組
織
の
強
く
残
存
す
る
雄
別
炭
鉱
で
も
友
子
は
「
該
シ
テ
穏
健
二

（
Ⅳ
）
 

一
ナ
」
「
対
抗
意
識
、
策
動
ナ
シ
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
反
抗
的
な
友
子
の
存
在
余
地
は
、
労
働
組
合
で
さ
え
殆
ど
存
在
で

き
な
か
っ
た
昭
和
期
に
も
と
も
と
あ
り
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
友
子
組
織
は
、
熟
練
鉱
夫
の
結
束
力
の
硬
い
組
織
と
し
て
、
労
務
管
理
の
た
め
に
積

極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
昭
和
期
に
ま
で
友
子
が
残
存
し
た
一
つ
の
大
き
な
理
由
が
そ
の
点
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
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以
上
の
よ
う
に
、
報
告
書
は
、
組
織
の
か
な
り
強
く
残
存
し
て
い
る
鉱
山
の
友
子
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
衰
退
傾
向
を

指
摘
し
、
ま
た
友
子
の
活
動
が
共
済
活
動
や
親
睦
的
な
面
に
一
面
化
し
、
財
政
的
な
困
難
化
や
鉱
夫
の
友
子
へ
の
無
関
心
化
の
傾
向
を

確
認
し
て
い
る
。

で
あ
る
。165百７百百才百百丁注

昌一〆、-ン、－〆、‐'、-〆、=〃、－〆、-〆、－／、＿〆

同
右
、
’
四
四
頁
。

同
右
、
一
六
二
頁
。

同
右
、
一
二
五
頁
。

奉
願
帳
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
し
く
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
拙
稿
「
鉱
夫
の
自
主
的
労
災
救
済
制
度
の
一
考
察
Ｉ
明
治
末
・
大
正
初
期

の
友
子
の
奉
願
帳
制
度
の
実
態
Ｉ
」
、
『
経
済
志
林
」
第
五
八
巻
第
一
・
二
合
併
号
）
、
奉
願
帳
の
発
行
は
、
｜
般
的
に
は
大
正
末
か
ら
昭
和
初

年
に
減
少
し
始
め
た
が
、
そ
の
後
も
奉
願
帳
の
存
在
が
各
地
の
鉱
山
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
細
々
と
奉
願
帳
制
度
が
長
ら
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
奉
願
帳
が
何
時
ご
ろ
か
ら
廃
止
さ
れ
た
か
、
一
般
的
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
日
立
鉱
山
で
は
、
他
山
か
ら
の
奉
願
帳
も
ち
の
登
山
と
彼
ら

へ
の
寄
付
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
山
で
は
、
す
で
に
昭
和
四
年
の
記
録
に
は
奉
願
帳
の
発
行
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
奉
願
帳
制
度
に

代
わ
っ
て
、
特
別
救
済
制
度
が
行
わ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
日
立
鉱
山
の
友
子
鉱
夫
が
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
時
に
、
従
来
奉
願
帳
を
発
行
し
た
と
同

じ
手
続
き
で
、
救
済
金
を
贈
与
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
山
の
友
子
を
回
っ
て
寄
付
を
仰
ぐ
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

同同同同同
右右右右右
、、、、、

前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
』
、
五
三
頁
。

五
○
頁
。

二
七
頁
。

一
○
二
頁
。

一
○
三
頁
。

一
一
○
頁
。

’
四
四
頁
。

一
六
二
頁
。

一
二
五
頁
。
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報
告
書
は
、
各
鉱
業
所
の
友
子
対
策
に
つ
い
て
回
答
を
よ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で
は
な
く
、
簡
単
な
方
針
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
各
鉱
業
所
の
友
子
に
た
い
す
る
方
針
は
、
一
般
的
に
み
て
積
極
的
に
友
子
を
支
援
し
た
り
、
利
用
し
た
り

す
る
も
の
は
な
く
、
が
い
し
て
否
定
的
な
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
注
意
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
各
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
歴
史

的
な
事
情
も
あ
っ
て
、
鉱
山
ご
と
に
友
子
政
策
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

特
に
友
子
組
織
が
残
存
し
て
い
る
各
鉱
業
所
の
一
般
的
な
政
策
に
は
、
第
一
に
、
友
子
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
意
識
し
て
か
な
り
否
定

的
に
対
応
す
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
、
友
子
は
ほ
と
ん
ど
問
題
の
な
い
組
織
と
し
て
認
識
し
傍
観
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
二

通
り
が
あ
る
。
友
子
に
た
い
す
る
鉱
業
所
の
対
応
は
、
友
子
を
公
認
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
会
費
の
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
ま
た
取
立
式
を
公
認
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
な
ど
に
と
っ
て
判
断
で
き
る
。

（
Ⅱ
）
前
掲
書
、
一
六
一
頁
。

（
、
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
昭
和
期
の
日
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
分
析
の
際
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。

（
旧
）
前
掲
書
、
一
四
四
頁
。

（
ｕ
）
友
子
組
織
が
従
業
員
団
体
の
中
に
包
摂
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
足
尾
、
別
子
の
両
銅
山
の
ほ
か
三
井
砂
川
炭
鉱
の
友
子
が
あ
る
。
一
一
一
丼
炭
鉱
鉱

夫
親
和
会
規
約
に
つ
い
て
は
、
左
合
藤
三
郎
編
「
大
正
期
鉱
業
従
業
員
団
体
規
則
集
（
上
）
」
、
ヨ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
」
Ⅲ
ｕ
に
所
収
、
を
参

／￣、／￣、／－，

１７１６１５ 
、＿〆ﾐーノ、_〆

昭
グ､、、

０ 

前
掲
書
、
一
○
六
舂

同
右
、
二
三
頁
。

同
右
、
五
三
頁
。

四
鉱
業
所
の
友
子
対
策
と
友
子
の
変
質

一
○
六
頁
。
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茂
尻
炭
鉱
で
は
、
昭
和
に
な
っ
て
三
菱
鉱
業
の
所
有
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
公
認
さ
れ
て
い
た
友
子
を
「
一
切
不
認
ノ
方
針
」

と
し
た
が
、
実
際
は
黙
認
せ
ざ
る
を
え
ず
、
「
労
務
者
採
用
一
一
当
リ
テ
ハ
友
子
会
二
人
会
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
条
件
ト
シ
…
…
加
入
者
ノ
阻

（
４
）
 

止
ニ
ョ
リ
自
然
消
滅
ヲ
計
ル
方
針
」
を
と
っ
た
と
報
生
□
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
友
子
の
会
費
を
代
理
徴
収
し
、
友
子
を
事
実
上
公
認
し
て
い
る
鉱
山
は
、
生
野
、
明
延
、
宝
の
三
鉱
山
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し

（
１
）
 

こ
れ
は
友
子
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
野
鉱
山
の
友
子
は
「
弊
圭
ロ
ヲ
認
メ
ズ
」
、
「
存
在
ノ
要
ヲ
認
メ
ズ
」
と
、

か
ろ
ん
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
他
の
鉱
山
の
事
情
も
同
様
で
あ
る
。

他
方
多
く
の
鉱
山
が
、
会
費
の
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
鉱
山
で
は
、
友
子
を
積
極
的
に
否
認
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
殆
ど
が
暗
黙
の
承
認
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
す
で
に
問
題
に
し
た
友
子
が
否
認
さ
れ
て
極
度
に
友
子
組
織
が
衰
退
し
て
い

（
２
）
 

る
鉱
山
を
除
き
、
か
な
り
友
子
組
織
が
残
存
し
て
い
る
鉱
山
の
う
ち
で
、
手
稲
鉱
山
で
は
、
「
取
立
式
否
認
ノ
方
針
」
で
あ
る
と
報
生
ロ

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
方
針
は
「
過
般
北
海
道
・
樺
太
地
方
労
務
担
当
者
協
議
会
開
催
以
来
ノ
指
示
方
針
」
と
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針
が
直
ち
に
取
立
式
の
否
認
ま
で
い
っ
た
例
は
手
稲
鉱
山
だ
け
で
、
他
の
鉱
山
は
取
立
式
を
否
認
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
取
立
式
は
多
く
の
鉱
山
で
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
友
子
を
や
や
積
極
的
に
否
定
し
て
い
く
方
策
と
し
て
、
新
規
採
用
者
に
つ

い
て
は
友
子
へ
の
加
入
を
認
め
ず
、
そ
う
し
て
友
子
の
自
然
消
滅
を
図
ろ
う
と
す
る
鉱
山
も
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
友
子
の
残
存
が
著
し
か
っ
た
雄
別
炭
鉱
で
は
、
友
子
が
「
梢
モ
ス
レ
バ
鉱
業
所
卜
対
抗
的
存
在
タ
ル
恐
ア
ル
」
と
の
認
識

を
前
提
し
て
、
友
子
を
「
漸
次
解
消
」
さ
せ
る
方
針
を
た
て
、
「
当
釧
路
地
方
ニ
ハ
未
ダ
昔
日
ノ
遺
風
相
当
根
強
ク
浸
潤
シ
居
ル
現
状

一
一
鑑
ミ
、
急
激
二
弾
圧
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ハ
却
ツ
テ
問
題
惹
起
ノ
虞
ナ
シ
ト
セ
ズ
」
と
慎
重
な
態
度
を
示
し
、
具
体
的
に
は
、
「
新
採
用

（
３
）
 

者
ノ
者
並
二
助
手
級
ノ
会
口
貝
二
対
シ
漸
次
加
入
ヲ
阻
止
シ
或
ハ
脱
退
セ
シ
ム
ル
方
針
」
を
と
り
、
協
和
会
を
強
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
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細
倉
鉱
山
は
、
昭
和
九
年
に
三
菱
鉱
業
傘
下
に
入
っ
た
が
、
「
当
初
ハ
「
我
レ
関
セ
ズ
」
ノ
方
針
」
だ
っ
た
が
、
増
加
し
た
友
子
を

抑
え
る
た
め
に
、
具
体
的
に
は
昭
和
二
年
に
従
来
行
わ
れ
て
い
た
「
交
際
費
取
立
代
行
ヲ
廃
止
」
し
、
「
取
立
式
立
会
並
祝
儀
支
出

（
５
）
 

取
止
」
を
行
い
、
「
協
和
〈
雪
」
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
尾
去
沢
鉱
山
で
も
、
細
倉
鉱
山
と
同
じ
よ
う
な
方
針
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
こ
う
し
た
方
針
は
、
左
合
氏
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
昭
和
一
二
年
六
月
に
開
か
れ
た
北
海
道
・
樺
太
労
務
係
事
務
連
絡
兼
研

究
打
合
会
で
三
菱
鉱
業
の
労
務
部
長
が
提
起
し
た
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
友
子
ハ
現
在
何
処
デ
モ
盛
デ
ナ
イ
。

労
務
者
一
一
シ
テ
モ
熱
烈
ナ
ル
存
続
ノ
意
思
ガ
ァ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ラ
、
社
交
規
約
ノ
励
行
、
協
和
会
ノ
活
動
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
メ
テ
、
噺

（
６
）
 

次
自
然
消
滅
ノ
方
法
ヲ
識
ジ
、
社
ノ
方
針
ニ
ム
ロ
致
セ
シ
ム
ル
様
努
ム
ル
ベ
キ
」
と
の
方
針
で
あ
っ
た
。

し
か
し
現
実
に
は
、
報
告
書
の
中
で
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
友
子
は
、
不
要
で
あ
る
が
容
易
に
は
な
く

な
ら
な
い
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
友
子
は
、
本
来
の
性
格
を
失
い
つ
つ
も
、
熟
練
鉱
夫
の
共
済
活
動
を
中
心
に
、
か
っ
て
友
子

の
伝
統
的
な
同
職
組
合
の
意
識
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
親
睦
団
体
と
し
て
存
続
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
一
○
年
代
の
後
半
に
戦
時
経
済
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
な
か
で
、
産
業
報
国
会
と
い
う
翼
賛
組
織
の
出
現
に
よ
っ
て
吸

収
さ
れ
る
ま
で
、
友
子
は
、
衰
退
し
形
骸
化
し
な
が
ら
も
、
根
強
く
存
在
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
と
の
分
析
を
総
括
的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
昭
和
期
の
友
子
制
度
は
、
従
来
の
ギ
ル
ド
的
な
鉱
夫
同
職
組
合
的
の
性
格
を
大
幅
に

失
い
つ
つ
、
共
済
活
動
に
特
化
し
た
極
め
て
変
型
的
な
友
子
制
度
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
も
は
や
明
治
期
や
大

正
前
期
の
伝
統
的
な
友
子
制
度
で
は
な
い
。
技
能
養
成
や
自
治
的
な
機
能
、
労
働
市
場
へ
の
介
入
に
よ
る
労
働
力
供
給
を
調
整
す
る
機

能
を
殆
ど
喪
失
し
、
友
子
の
活
動
を
共
済
活
動
に
特
化
し
た
友
子
制
度
の
遺
制
で
あ
り
、
遺
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
こ
の
期
の
友

子
は
、
典
型
期
の
友
子
と
は
、
別
物
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
遺
物
は
、
単
に
共
済
組
合
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
わ
た
く
し
は

抵
抗
が
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
期
の
友
子
は
あ
く
ま
で
衰
退
過
程
に
あ
る
同
職
組
合
の
遺
物
、
共
済
組
合
的
に
変
型
し
た
遺
制
と



(８４） 285 
呼
ん
で
お
き
た
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
期
の
友
子
は
、
あ
く
ま
で
鉱
夫
一
般
の
共
済
組
合
と
言
う
の
で
は
な
く
、
熟
練
鉱
夫
を
中
心
と
し

た
、
す
で
に
主
要
な
機
能
を
失
い
な
が
ら
も
、
共
済
活
動
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
、
企
業
よ
り
な
性
格
を
維
持
し
て
存
在
し
て
い
る
親
睦

団
体
で
あ
る
と
規
定
し
た
い
。

報
告
書
に
は
、
友
子
の
規
約
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
殆
ど
が
明
治
、
大
正
時
代
の
規
約
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
、
昭

和
一
○
年
こ
ろ
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
規
約
の
規
定
か
ら
当
時
の
友
子
の
性
格
や
活
動
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
当
時
の
友
子
の
規
約
の
分
析
は
あ
え
て
行
わ
な
か
っ
た
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
幸
い
日
立
鉱
山
の
友
子
資
料
で
あ
る
昭
和
四
年
か
ら
一
九
年
ま
で
の
「
永
代
記
録
簿
』
が
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
詳
細
に
分
析
し
、
昭
和
期
の
友
子
の
実
態
、
組
織
と
活
動
の
実
態
、
性
格
を
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
論

の
分
析
の
不
十
分
さ
を
補
う
こ
と
に
し
た
い
。

呑宕Ｔ百舂了注
ニーノ、=〆、.〆、."、､〆、=／

〔
本
稿
の
作
成
は
、
前
稿
「
別
子
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
」
、
「
大
正
期
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
に
つ
い
て
」
角
経
済
志
林
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第

六
十
二
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第
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第
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号
）
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同
様
に
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一
九
九
四
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度
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政
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